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            午前９時３０分 開会 

○蛭子会長 令和２年度の最初の定例農業委員会、ただいまから開催いたします。 

 まず、本日の議事録署名人は、石川さんと吉井さん、よろしくお願いいたします。 

 それでは、早速ですが議案に入ってまいります。 

 第１号議案、事務局のほうから提案をお願いします。 

○事務局 それでは、第１号議案ということで、農地法第５条第１項の規定による許可申

請ということで、農業委員会受け付け、令和２年１月９日、所在地、字津の郷、●●番

●、●●番、地目、台帳、現況ともに田でございます。面積が１，６４６と１，１８０と

いうことで、譲り渡し人さんのほうが、宇多津町●●番、●●●●様、譲り受け人のほう

が、宇多津町●●番地、●●●●様でございます。所有権移転ということで、位置図につ

いては２枚目、○○のところの信号からもう一本南へ下がったところの左へ入った奥で

す。 

 内容といたしましては、児童館、平家１階建てで４２９平米、それから広場、７４５平

米、それから駐車場が１０８平米、駐輪場が３０平米ということで、工事期間に関して

は、令和２年２月２５日から工事完了時期が令和３年３月３１日ということでございま

す。 

 ３ページ目が詳細図になります。 

 今の計画上は、真ん中にちょうど線が入っておるんですけど、そこら辺がちょうど広場

という形で、運動場みたいな形になろうかと思います。下側のほうに一応、児童館駐車場

が６台分、それから駐輪場という形で計画をしております。 

 以上でございます。 

○蛭子会長 ということで、まず最初は地元のほう。 

○大坂委員 これは別に問題ありません。 

○蛭子会長 地元のほうはそういう御意見が出ました。 

 そのほか皆さん方で。 

 俗に言う南部公園ですかね。町長が公約しておりました、これの用地が確保できたとい

う話です。 

 ございませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○蛭子会長 それでは、議案どおりということで。 
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 その他は。 

○事務局 その他は１件ございまして、先日町長のほうから、２月１６日付で農業経営改

善計画認定申請に係る意見ということで、一応、坂出・宇多津地域農業再生協議会につい

ては審議を終え、了承されておりますので、あと農業委員会としてまた意見を述べなけれ

ばなりませんので回答をいただきたいということで。 

 内容としましては、申請者が●●●●様でございます。露地野菜を基本とするというこ

とで、メーンがブロッコリー、それからスイートコーン、それから今オクラをつくってお

るということでございます。ブロッコリーに関しては１万２，０００キロぐらい、それか

らスイートコーンが１，０００キロぐらいと、それからオクラが２，５００キロというこ

とでございますけれども、５年後ということでございます、６年目になりますけれども、

ブロッコリーが面積的には３００ａで２万２，０００キロ、それからスイートコーンが６

０ａで２，０００キロ、それからオクラが６ａで３，０００キロと、それにサニーレタス

とレタスが２０ずつで、サニーレタスのほうが３，０００キログラム、レタスのほうが

５，０００キログラムということでございます。全てにおいて借り入れにて対応をすると

いうことでございます。 

 今現状はひとり身でございますので、本人１人と、あとは常時雇用を１名、それから臨

時雇用１名をして、延べ人数が約１００人になるような形で経営をしていくということで

ございますので、あと詳しいことに関しては、今からお回しをしますので確認をいただけ

たらと思います。 

 今の収入が大体これぐらいで、労働時間がこれぐらい。令和６年には収入はこれぐら

い、労働時間はこのぐらいにしていくという計画でございます。 

○事務局 認定農業者としての認定を受けるだけであって、ほんだきん資金を借りるとい

うお話のときに対応するような。実際は、三木町でおじいちゃんが●●●●君の名前で農

産物をもう出荷しているんで、その時点でもう５年も前の話なんで。 

○宮本委員 じゃあ、新規にならないと。 

○事務局 ならないです。 

○大坂委員 認定農業者をとるため。 

○事務局 そうです、そうです。これをうちと丸亀と両方行く可能性はあるんで、先にう

ちに来たという話です。今、住所が宇多津町なんで。でも、もう丸亀の農地がほぼメー

ン。 
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○稲田委員 これ、仮に認定農業者をとるときには、宇多津町……。 

○事務局 今、住所が宇多津町なんでね。 

○大坂委員 それだけの話。 

○事務局 それだけの話です。 

 認定農業者も来年４月からまたちょっと認定の方法が変わるので、これはもううちは、

農業委員会は意見として出す。町としてその意見を取りまとめて、宇多津町の意見として

出して、認定は県がするでしょう。 

○事務局 ２つの市にまたがる認定業者は、県が一括してするというふうに。またがる場

合ですね。 

○大坂委員 農機具を、新しい定植機とかそういうなんを購入するために認定農業者にな

って、農業規模を拡大していきたいということによって、認定農業者の申請を出したい

と。 

○事務局 はい。 

○大坂委員 わかりました。 

○蛭子会長 ほかに御意見はございませんか。なければこれ、農業意欲がある方ですから

認めてあげたいと思うんですけども、御意見があれば何か。ありませんか。 

○蛭子会長 ここらで一旦切ろうか。 

○蛭子会長 皆さん方のほうで、そのほかでございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○蛭子会長 なければ、以上、終わります。 

            午前９時５３分 閉会 

 


